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　148 回　　稲門フィラテリー切手教室　　レジュメ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019 年 2 月 2 日

パクボウ便
水谷　勇

伊豆山丸

アブダビ

日本郵趣協会正会員

関東郵趣サロン研究会会員
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(1) はじめに

(2) パクボウ便の生い立ちと経緯

(3) パクボウ便の言葉の由来 ( 表 3 参照 )

(4) 船舶郵便の分類 ( 表 1 参照 )

(5) 船内郵便局の有無と取扱地域区分

                                   ( 表 2 参照 )

(6) パクボウ便の実例紹介

1) 船舶郵便としての Paquebot 表示

2) 日本切手に外国郵政の消印

3) 外国切手に第 3 国の郵政消印

(7) 楽しみ方と集め方

(8) 主な参照文献 ( 表 5 参照 )

(9) まとめと質疑応答

(10) 添付資料 ( 表 1,2,3,4,5)
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109749/JBPP 油槽船 111,651G/T 226,950D/W

起工 1970.4.1( 昭 45) 進水 1970.7.4( 昭 45) 竣工 1970.11.9( 昭 45)

Lpp 304.00 B 52.40 D 24.60 m 主機 T 2 段減速 三菱長崎 36,700PS 1 基 

三菱重工業株式会社長崎造船所 ( 長崎 ) 建造 Sno.1676 日本郵船株式会社 ( 東京 ) 

高瀬丸 TAKASE MARU 26 次 

1970( 昭 45) 太平洋海運 ( 株 )( 東京 ) と共有

1984.11.21( 昭 59) 解体のため Hyundai Corp., South Korea に売却、Hyundai, Ulsan に到着

高瀬丸 TAKASE MARU (1970

高瀬丸 の資料を見つけました。

　担当幹事がレジュメに追加させていただきました。


